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　はじめに

フエダイ科セダカタカサゴ属 Pinjaloは背鰭基

底部に鱗に覆われる部分があること，鋤骨に歯帯

があること，第 1鰓弓の下枝鰓耙数が 20以下で

あること，背鰭が 11–12棘かつ 13–15軟条である

こと，目の中心がほぼ体軸上にあること，側線下

方の鱗列が斜め上後方へ向かうこと，および牙状

の歯をもたないことなどの特徴をもつ（Allen, 

1985）．インド・太平洋のセダカタカサゴ属は，

Randall et al. (1987)により，セダカタカサゴ P. 

lewisi Randall, Allen and Anderson, 1987とチカメタ

カサゴP. pinjalo (Bleeker, 1845)の 2種に整理され，

日本からもこの 2種が知られている（島田，

2013）．

チカメタカサゴはこれまで国内において，石

垣島から得られた稚魚と鹿児島県佐多岬沖から得

られた成魚 1個体のみが報告されている（金城・

仲本，1995；岩槻ほか，2004；島田，2013）．

2015年 3月 28日に鹿児島県薩摩半島の開聞川尻

沖で 1個体のチカメタカサゴが採集された．本標

本は鹿児島県ならびに日本における本種成魚の標

本に基づく 2例目の記録であり，薩摩半島からの

初めての記録となるため，ここに報告する．

　材料と方法

計数・計測部位はRandall et al. (1987)にしたがっ

た．標準体長は体長と表記し，デジタルノギスを

用いて 0.1 mmまでおこなった．チカメタカサゴ

の生鮮時の体色の記載は，固定前に撮影された薩

摩半島産の 1標本（KAUM–I. 70693）のカラー写

真に基づく．標本の作製，登録，撮影，固定方法

は本村（2009）に準拠した．本報告に用いた標本

は，鹿児島大学総合研究博物館に保管されており，

上記の生鮮時の写真は同館のデータベースに登録

されている．本報告中で用いられている研究機関

略号は，KAUM－鹿児島大学総合研究博物館と

MUFS－宮崎大学農学部海洋生物環境学科．

　結果と考察

Pinjalo pinjalo (Bleeker, 1845)

チカメタカサゴ　（Fig. 1）

標本　KAUM–I. 70693, 体長 339.9 mm，尾叉長

400.0 mm，鹿児島県指宿市開聞川尻沖（31°10′N, 

130°32′E；鹿児島市中央卸売市場魚類市場にて購

入），2015年 3月 28日，定置網，水深 0–40 m，

牛嶋洋介．

　記載　背鰭棘数 11；背鰭軟条数 14；臀鰭棘数 3；

臀鰭軟条数 10；胸鰭軟条数 18；側線有孔鱗数

48；背鰭起部下における側線上方鱗数 9；側線下

方鱗数 19；背鰭前方鱗数 17；尾柄鱗数 26；上枝

鰓耙数 7；下枝鰓耙数 16．

　体各部測定値の標準体長に対する割合（%）：

体高 41.9；体幅 17.7；頭長 28.6；吻長 8.8；眼窩

径 6.8；両眼間隔 9.9；上顎長 9.3；眼窩下縁から
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眼窩骨下縁までの長さ 2.6；尾柄高 11.7；尾柄長

16.8；背鰭前長 36.7；臀鰭前長 69.2；腹鰭前長

37.3；背鰭基底長 57.4；背鰭第 1棘長 7.4；背鰭

第 2棘長 11.4；背鰭最長棘長 16.3；背鰭最後棘長

10.1；背鰭最長軟条長 10.7；臀鰭基底長 18.5；臀

鰭第 1棘長 2.6；臀鰭第 2棘長 11.6；臀鰭第 3棘

長 11.3；臀鰭最長軟条長 12.5；尾鰭長 25.2；胸鰭

長 25.1；腹鰭棘長 12.8；腹鰭長 17.6．

　体はやや長い楕円形でよく側扁する．体高は背

鰭第 5棘起部で最大となり体長は体高の約 2.4倍．

吻端から背鰭起部までの背縁はゆるやかに湾曲

し，両眼間隔は突出する．背縁と腹縁の膨らみは

正中線に対してほぼ同じで，背縁腹縁ともに尾柄

までゆるやかに湾曲する．目は小さく，中心はほ

ぼ体軸上にある．鼻孔には皮弁はなく，前後鼻孔

ともに開孔部がやや側扁する．口裂は小さく，唇

は薄い．主上顎骨後端は眼の前縁の直下に位置す

る．両顎に微細な円錐歯を 1列もつが，牙状の歯

をもたない．鋤骨に歯はあるが，舌骨上にはない．

鰓蓋後縁は胸鰭起部の直上．鰓蓋および前鰓蓋骨

の後縁は円滑で，鰓蓋上端は眼を大きく超え，前

鰓蓋骨上端が目の上縁の真横に達する．側線は鰓

蓋上方から始まり，背縁と並行にゆるやかに湾曲

して尾柄に達する．

　胸鰭起部は主上顎骨下端のほぼ真横で，胸鰭基

底後端は背鰭起部直下に位置する．胸鰭後端は尖

り，背鰭第 8棘起部直下に達するが，総排泄孔直

上には達しない．背鰭起部は腹鰭起部直上のわず

か前方に位置し，背鰭第 11棘（最後棘）起部は

総排泄孔の直上に位置する．背鰭基底部後端は臀

鰭基底部後端直上より後方に位置する．背鰭棘は

第 3棘が最長．腹鰭起部は胸鰭基底部後端および

背鰭起部直下よりやや後方に位置し，基底後端は

背鰭第 4棘起部直下に位置する．たたんだ腹鰭は

胸鰭後端のほぼ直下で，総排泄孔には達しない．

臀鰭起部は背鰭第 3軟条起部直下に位置し，後端

は背鰭第 13軟条起部直下に位置する．背鰭，腹

鰭および臀鰭の軟条のうち，背鰭第 1軟条のみ不

分枝．尾鰭は二叉型で湾入し，上下葉ともに尖る．

上葉より下葉が長いが，上葉の後端には欠損と考

えられる欠刻がみられる．

　頬部および鰓蓋上に鱗を有するが，前鰓蓋骨下

部，眼前域，眼上域は広く無鱗．側線上方の鱗列

は斜め上後方へ直線的に向かう．側線下方の鱗列

は斜め上後方へ波打ちながら向かう．背鰭基底部

の 1/3および臀鰭基底部の 1/2は微小な鱗に覆わ

れる． 

　色彩　生鮮時の色彩―頭部と体側の地色は桃

Fig. 1. Fresh specimen of Pinjalo pinjalo. KAUM–I. 70693, 339.9 mm standard length, off Kaimonkawajiri, Satsuma Peninsula, Kagoshima 
Prefecture, Japan.
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色で，上部で濃く，下部で淡い．体側の中央から

上部には，鱗列の中央を走る淡黄色の斜走線があ

り，これらは鱗列に沿って斜め上後方へ向かう．

背鰭基底部および棘部の縁辺は山吹色で，棘部の

中央部および軟状部の基底部以外は桃色．臀鰭の

棘部は黄色で，軟状部に向かって徐々に淡い桃色

を呈する．胸鰭は一様に半透明な赤色．腹鰭の軟

条は黄色で，鰭膜は山吹色．尾鰭は一様に赤色で，

後縁中央部のみ淡い黒色．尾柄部後部に鞍状の非

常に淡い黒色斑を有する．光彩は鮮紅色で，上縁

は黄色．

　分布　オマーン湾以東のインド洋および西太平

洋に広く分布し，太平洋ではパプアニューギニア，

インドネシア，シンガポール，マレーシア，フィ

リピン，香港，台湾，および日本に分布する

（Randall et al., 1987；Randall and Lim, 2000；岩槻

ほか，2004；島田，2013）．日本国内では，沖縄

県石垣島と鹿児島県大隅半島（金城・仲本，

1995；岩槻ほか，2004；島田，2013），および鹿

児島県薩摩半島（本研究）から記録されている．

　備考　鹿児島県薩摩半島産の標本は，背鰭基底

部の 1/3が小鱗に覆われること，鋤骨に歯帯があ

ること，第 1鰓弓の下枝鰓耙数が 17であること，

目の中心がほぼ体軸上にあること，側線下方の鱗

列が斜め上後方へ向かうこと，牙状の歯をもたな

いことなどの特徴から，Allen (1985)が定義した

Pinjalo属と同定された．また，背鰭が 11棘 15

軟条であること，臀鰭が 3棘 10軟条であること，

尾鰭の湾入が浅いこと，鮮時に腹鰭と臀鰭が黄色

を呈すること，および側線の上方に鱗列に沿う右

上がりの斜走線があることは，Allen (1985)，

Randall et al. (1987) および島田（2013）が報告し

た P. pinjaloの標徴とよく一致した．

　チカメタカサゴ P. pinjaloは，同属の有効種で

あるセダカタカサゴ P. lewisiと比較して，背鰭が

11棘 14–15軟条であること（セダカタカサゴで

は 12棘 13軟条），臀鰭軟条数が 9–10であること

（8–9），尾鰭が強く湾入すること（弱く湾入する），

および体側中央から背部に鱗列に沿う右上がりの

斜走線があること（斜走線がない）から容易に識

別される（Randall et al., 1987；岩槻ほか，2004；

島田，2013）．

　本種は，久新ほか（1982）により，日本水域外

の南シナ海で採集された標本に基づき和名チカメ

タカサゴが与えられている．金城・仲本（1995）は，

石垣島から得られた本種の稚魚に関する口頭発表

をおこなった（1995年度日本魚類学会講演要旨：

39頁）．その後，岩槻ほか（2004）は佐多岬から

得られた本種個体（MUFS 22234，体長 420 mm）を，

成魚の標本に基づく初めての記録とした．また，

彼らは沖縄県石垣島川平湾石崎沖の水深 60–70 m

で採集された個体を沖縄県本部町の沖縄美ら海水

族館が飼育していたことに触れているが，この個

体の現在の所在については不明である．したがっ

て，本報告の薩摩半島から得られた調査標本は，

日本における本種成魚の標本に基づく 2例目の記

録となると同時に，薩摩半島からの初めての記録

となる．

　生態学的知見　Allen (1985)は，チカメタカサ

ゴとセダカタカサゴの生息域をともに水深約 60 

mの岩礁域とし，インド洋から西太平洋にわたる

両種の分布域にはほとんど違いがみられないこと

を示した．しかし，沖縄県においては，セダカタ

カサゴが “アカシチュー ”の地方名で呼称される

ことが知られているほど少量ながらも漁獲される

種である（具志堅，1972；赤崎，1984；新垣・吉

野，1984）．一方でチカメタカサゴの報告例は，

金城・仲本（1995）が口頭発表した石垣島で採集

された稚魚に限られる．具志堅（1972）と新垣・

吉野（1984）は，沖縄県で漁獲されるセダカタカ

サゴをマチ漁（深海に生息するハマダイ属を対象

とした深海一本釣り漁業）で漁獲される種として

扱い，その漁獲水深を 100–200 mとしている．し

かし，本研究と岩槻ほか（2004）においてチカメ

タカサゴが採集された定置網は，それぞれ水深

40 m以浅と水深 31 m以浅と浅く，海岸から沖へ

1 km未満の沿岸浅海域であった．このことは，

セダカタカサゴ属を構成する 2種のうちセダカタ

カサゴが深めの水深帯，チカメタカサゴが浅めの

水深帯とやや異なる環境に生息している可能性を

示唆している．久新ほか（1982）は，セダカタカ

サゴが南シナ海の海洋島周辺や沖合でのみ釣獲さ
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れ，チカメタカサゴはトロールで漁獲されるとし

ている．これに対し Randall et al. (1987)は，オマー

ン近海の大陸棚上においてもセダカタカサゴが採

集されていることを指摘し，海洋島周辺にのみ分

布する可能性については否定している．ただし，

これら 2種が異なる漁法で採集されたことは，両

種の生息環境が異なる可能性を支持する結果とい

える．今後，これら 2種が採集された場所や手法，

水深などの知見を集積し，生息場所の違いについ

て検討する必要がある．
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